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相対素イデアルに関する或る定理の証明
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概要

Abstract
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Kを、次代数体(IK:Q1=m,Qは有理数体である。 ),oKをKの
整数環とする。pを(有理)素数とする。Kの単項イデアル(p)=poKの
Kでの素イデアル分解を

(p)=poK=npe"(P), (pはKの素イデアル, ep(p)EN)
p

とする。

又, LをKの相対沌次拡大体(Iz, :KI=n),oLをLの整数環として, p
をKでの素イデアル, Lの単項イデアル(p)=poLのLでの素イデアル
分解を

(p)=poL=HP僅｡(P), (PはLの素イデアル, ep(P)EN)
P
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とする。このとき，次の事実(次の定理1)が良く使われるが，その明確
な証明を，知っている限り見た事がないので，その証明をここに書くの

も価値がない事ではないと考えられる。

定理1

(') (p)=poK=npe"(P)→pnZ=(p)=pZ
p

(2) (p)=pOL=IPcp(P)今PnOK=(p)=pOK=p
P

証明

(1)

（")＝ﾉ)0K=np.''(!') <=｡plIJOパーpOKCp
p

この両辺のnZを取ると

pZ=pOKnZCpnZ

pnZはイデアルでありpnZCZとZのイデアルは単項イデアルに限
る事により

pnZ=(")fbrsomenEN

従って

(I))=pz=pOknzcpnz=(n)→(p)c(n)

となるが, pは素数であるから卯＝〃,即ち

pnZ=(',)=(I))=pZ

(2)

(p)=pOL=HPepiP)-P|pOL-pOLCP
P

この両辺にnOKを施すと

pOK=pOLnOKCPnOk(≠oK)

代数体の素イデアルは極大イデアルであることと,pOK=pがKの素イ

デアルであること, PnoKはKのイデアルであることにより

p=pOK=PnOﾉ〈

□
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